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ザ・本屋さん
（北海道）

書 店 の
SHINBUNYA

企
業
＆
生
徒
を
マ
ッ
チ
ン
グ
「
十
勝
で
働
く
企
業
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」

設置校で進路担当教諭（左）
と高橋社長

「十勝で働く企業BOX」

「
書
店
を
残
す
使
命
が
あ
る
」

東
京
書
店
組
合 

新
年
懇
親
会

矢幡理事長

　
東
京
都
書
店
商
業
組
合
は

１
月
15
日
、
新
年
懇
親
会
を

東
京
都
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催

し
、
書
店
、
出
版
社
な
ど
関

係
者
１
７
７
人
が
集
ま
っ

た
。
矢
幡
秀
治
理
事
長
（
真

光
書
店
）
は
、
組
合
の
仲
間

が
減
っ
て
い
る
こ
と
を
憂

い
、
組
合
員
が
２
０
０
を
切

る
と
総
代
会
か
ら
総
会
に

な
っ
て
組
合
の
形
が
変
わ
っ

て
し
ま
う
と
訴
え
た
。
書
店

振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
骨
太

の
方
針
に
つ
い
て
触
れ
、
政

府
が
あ
れ
だ
け
働
き
か
け
る

の
は
、「
紙
の
本
の
文
化
と

い
う
の
は
廃
れ
る
こ
と
は
な

く
、
書
店
を
残
さ
な
い
と
い

け
な
い
と
日
本
国
民
が
思
っ

て
い
る
」
か
ら
と
述
べ
、「
わ

れ
わ
れ
は
本
屋
を
個
人
的
に

営
ん
で
い
る
が
、（
書
店
を

残
す
）『
使
命
が
あ
る
』」
と

話
し
、
な
ん
と
か
書
店
を
続

な
命
題
を
掲
げ
て
や
っ
て
き

た
が
、（
目
標
が
大
き
く
て
）

「
な
か
な
か
自
分
事
に
な
ら

な
い
」
と
し
、
自
分
が
主
人

公
に
な
っ
て
行
動
し
た
り
知

恵
を
絞
っ
た
り
す
る
こ
と
が

大
事
で
あ
る
と
述
べ
、
業
界

の
各
社
が
主
体
的
に
取
り
組

む
必
要
性
を
強
調
し
た
。

　
日
本
出
版
販
売
の
奥
村
景

二
代
表
取
締
役
社
長
が
乾
杯

の
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。
最

近
読
ん
だ
本
の
中
か
ら
上
杉

鷹
山
に
つ
い
て
話
し
、「
老

い
も
若
き
も
農
民
も
町
人
も

商
人
も
侍
も
全
て
の
人
が
同

じ
方
向
を
向
き
な
が
ら
、
藩

の
た
め
全
員
で
尽
力
し
た
。

私
た
ち
は
今
こ
う
い
う
状
況

で
は
な
い
か
」
と
業
界
全
体

で
の
協
力
の
重
要
性
を
あ
ら

た
め
て
訴
え
た
。

　
懇
親
会
の
あ
と
、
柴
﨑
繁

副
理
事
長
（
王
様
書
房
）
が

閉
会
の
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、

奥
村
氏
の
話
を
受
け
て
『
小

説　
上
杉
鷹
山
』
の
著
者
・

童
門
冬
二
に
つ
い
て
話
し

た
。
自
身
の
書
店
（
実
店
舗

は
24
年
に
閉
店
）
と
縁
が
あ

り
、
江
戸
っ
子
だ
っ
た
と
い

う
童
門
氏
の
話
か
ら
「
べ
ら

ぼ
う
め
！
」
と
威
勢
良
く
気

合
を
入
れ
て
会
場
を
盛
り
上

げ
、
一
本
締
め
で
締
め
く

く
っ
た
。

出版物海外展開の可能性を広げたい
　
国
内
市
場
が
飽
和
す
る
中
、
海

外
に
関
心
を
向
け
る
出
版
社
は
、

マ
ン
ガ
を
発
行
す
る
大
手
に
限
ら

ず
増
え
て
い
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

で
来
日
す
る
外
国
人
は
わ
れ
わ
れ

が
意
識
し
な
い
よ
う
な
地
域
や
商

品
に
魅
力
を
感
じ
る
よ
う
で
、
出

版
物
も
い
ろ
い
ろ
と
ト
ラ
イ
し
て

み
る
価
値
は
大
い
に
あ
る
。

　
韓
国
の
文
学
や
エ
ッ
セ
イ
が
日

本
で
人
気
と
な
っ
て
か
ら
そ
れ
ほ

ど
時
間
は
経
っ
て
い
な
い
。『
82

年
生
ま
れ
、
キ
ム
・
ジ
ヨ
ン
』
か

ら
急
に
注
目
を
集
め
始
め
た
よ
う

に
見
え
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
、

海
外
に
韓
国
文
学
を
紹
介
し
よ
う

と
す
る
長
年
の
努
力
が
あ
る
。

　
韓
国
で
は
政
府
機
関
が
出
版
物

の
海
外
展
開
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
。
海
外
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
へ
の
出

展
支
援
や
、
韓
国
作
品
を
刊
行
す

る
海
外
出
版
社
へ
の
助
成
な
ど

だ
。
国
際
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
で
同
国

の
大
き
な
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ー
ス
を

目
に
す
る
こ
と
も
多
い
。

　
弊
社
セ
ミ
ナ
ー
に
登
壇
し
た

ト
ー
ハ
ン
海
外
事
業
本
部
の
五
十

嵐
正
孝
部
長
は
、
マ
ン
ガ
を
除
く

と
既
に
海
外
展
開
の
数
は
韓
国
が

日
本
を
上
回
る
の
で
は
な
い
か
と

指
摘
し
た
。
そ
れ
は
、
多
く
の
出

版
物
を
海
外
に
紹
介
し
続
け
る
不

断
の
努
力
の
賜
物
だ
ろ
う
。

　
日
本
で
出
版
物
の
海
外
展
開
は

出
版
社
や
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
な
ど
が

担
う
。
そ
れ
ぞ
れ
成
果
を
上
げ
て

い
る
も
の
の
、
企
業
が
単
独
で
需

要
が
あ
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い

作
品
の
ト
ラ
イ
を
続
け
る
の
は
難

し
い
。
今
で
も
政
府
に
よ
る
出
版

物
の
海
外
展
開
支
援
は
あ
る
も
の

の
、
今
以
上
に
点
を
面
に
広
げ
る

よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
な
い
か

と
感
じ
る
。　
　
　
　
【
星
野
渉
】

柏書房株式会社柏書房株式会社

倉庫変更でシステム連携
スムーズに対応

加速する加速する
出版流通システム出版流通システム

『コロナ禍と出会い直す』

富澤凡子社長

『密航のち洗濯　ときどき
作家』

　柏書房は 20年にわたって光和コン
ピューターのシステムを利用している
が、リプレイスや倉庫会社の変更など
に対応。このほど再び倉庫会社を変更
することになったが、データの取り込
みなどシステム連携はスムーズに進ん
でいるという。

柏書房株式会社
設　立：1970 年
代表者：富澤凡子
所在地：〒 113-0033
　　　　東京都文京区本郷 2-15-13
電　話：03-3830-1891（代表・営業）

　在庫や受注データの確認は大村紙業が提供する
Webシステム「OS-WEB」を利用し、提供され
る納品実績データを自社システムに取り込めば、
自動的に取次請求できる。
　大村紙業への在庫移転は１月から、年度末に動
く高額資料集などから順次開始し、返品の移転を
含め 5月連休明けまでに完了の見込み。これに向
けて 11 月からシステムのテスト運用を行ってい
るが、「問題なく進んでいます。データレイアウ
トの変更なども対応が早く、光和コンピューター
のシステムは改修がしやすいと感じます」と田村
課長代理は述べる。
　また、田村課長代理が長年同じシステムを利用
しているメリットを感じる出来事があった。今年、
棚卸で高額資料の在庫が 1セット不足する事態が
発生。価格が高いだけに影響は大きいが、システ
ムで過去のデータを調べた結果、2セットを原本
として登録し、そのうち 1セットを出荷していた
ことが判明し、事なきを得た。
　システム面での今後のテーマについて富澤社長
は、「単行本の比率が上がっているので、システ
ムで店売営業を支援することが課題です。システ
ムをプラスの方向に利活用していくため、まだ改
良の余地もあるとみています」と話している。

大村紙業とシステム連携
　在庫管理はトーハンの「出版 QRセンター」を
利用してきたが、2022年に倉庫会社の朋栄ロジス
ティックに委託。
　さらに今年 4月に朋栄ロジスティックが大村紙
業と経営統合するため、こんどは大村紙業に在庫
を移転することになった。
　これに伴って、大村紙業とのデータ連携が必要
になったが、こちらもスムーズに進んでいる。「納
品データの受け取りなどは、シンプルにCSVデー
タを取り込む形にしました。QRセンターから朋
栄ロジスティックに移るときもなるべくシンプル
にしていたので、今回も対応が容易です。システ
ム同士をつなぐなど作り込んでいたら、むしろ大
変だったと思います」と田村課長代理。

　同社は 1970年設立の書籍出版社で、人文・
社会科学系単行本と高額な復刻史料など辞事
典・資（史）料集などを刊行している。刊行
点数は年間 20～ 30点。稼働点数は単行本と

2018 年に「BI ツール」導入
　システムは 2004年から光和コンピューターの
販売管理システムと印税支払管理システムを利用
している。
　2018年にはシステムをリプレイスしてデータ分
析の「BIツール」などを導入。それまで 1～ 2時
間かけて帳票出力していた日次更新や重版資料
なども「BIツール」によって瞬時に出せるように

社員採用されて日が浅かったが、「当社の場合、
単行本と高額な資料集では実績管理の仕方も違い
ます。そのためカスタマイズを重ねながらシステ
ムを利用していましたが、それまでの仕様に合わ
せ使いやすくしてもらえました。当時の私は素人
同然でしたが、ていねいに対応してもらえたので
助かりました」と振り返る。

して単行本の売上比率が上がっているという。
　そんな中、昨年は同社が発行する磯野真穂著『コ
ロナ禍と出会い直す』が第 33 回山本七平賞、宋
恵媛・望月優大文／田川基成写真『密航のち洗濯
　ときどき作家』が第 46 回講談社本田靖春ノン
フィクション賞を相次いで受賞した。
　両書とも 2020 年に入社した若い編集者が手掛
けており、富澤凡子社長は「弱き者、光が当たら
なかったものをテーマにした本が柱になってきま
した。受賞によって今までと違った新しい読者層
が育ってきていることを実感しています」と手応
えを語る。

集類が約 350点
を占める。
　販路は単行本
が書店での店売
中心なのに対し
て、資料集類は
大学や公共図書
館が中心で、書
店の外商部経由
での販売が多
い。ただ、近年
は資料集類に対

資料集類な
ど全体で約
880点、こ
のうち資料

なった。
　この時、担当した営業部・田村優樹課長代
理は、学生時代のアルバイトから 2016年に

　
北
海
道
帯
広
市
を
中
心
に
十
勝
地
域

で
４
店
舗
を
展
開
す
る
ザ
・
本
屋
さ
ん

（
高
橋
智
信
社
長
）
は
、
教
科
書
納
品

な
ど
で
取
引
す
る
学
校
と
、
人
材
不
足

に
苦
慮
す
る
地
元
企
業
を
結
ぶ
就
活
支

援
「
十
勝
で
働
く
企
業
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」
の
設

置
事
業
を
昨
春
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

地
域
貢
献
と
新
た
な
収
益
源
確
保
を
兼

ね
た
ビ
ジ
ネ
ス
に
、
高
橋
社
長
は
手
応

え
を
感
じ
て
い
る
。

企
業
説
明
会
も
主
催

　
１
９
７
２
年
に
高
橋
書
店
と
し
て
創

業
（
85
年
に
改
称
）。
地
元
の
高
校
、

専
門
学
校
、
短
期
大
学
に
教
科
書
や
図

書
納
品
の
取
引
を
通
じ
て
関
係
を
構
築

し
て
き
た
。
一
方
、
全
国
的
な
人
手
不

足
は
十
勝
地
域
も
例
外
で
な
く
、
高
橋

社
長
は
地
元
の
企
業
と
学
校
の
両
者
に

メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
取
り
組
み
を
模

索
。
一
昨
年
か
ら
企
業
が
ブ
ー
ス
を
出

展
す
る
「
と
か
ち
企
業
説
明
会
」
を
定

期
的
に
主
催
す
る
。

　
長
年
地
元
で
書
店
業
を
営
ん
で
き
た

信
用
も
相
ま
っ
て
、
毎
回
15
～
20
社
が

出
展
。
取
引
す
る
高
校
や
専
門
学
校
に

呼
び
か
け
、
各
回
約
40
人
が
来
場
し
、

出
展
企
業
と
生
徒
・
学
生
の
交
流
が
図

ら
れ
て
い
る
。企
業
は
自
社
の
Ｐ
Ｒ
を
、

学
校
側
も
生
徒
の
社
会
勉
強
の
場
に
な

る
と
あ
っ
て
、
双
方
か
ら
好
評
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
高
橋
社
長
は
説
明
会
事
業
と
同
時
進

行
で
、
次
の
戦
略
も
視
野
に
構
想
を

練
っ
て
い
く
。
他
地
域
の
書
店
が
、
専

門
学
校
や
大
学
を
紹
介
す
る
進
学
参
考

用
カ
ー
ド
を
取
引
高
校
に
設
置
し
て
い

る
の
を
ヒ
ン
ト
に
、「
就
職
版
」
が
で

き
な
い
か
と
思
案
し
、「
十
勝
で
働
く

企
業
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」
が
誕
生
し
た
。

　
企
業
紹
介
カ
ー
ド
に
は
写
真
、仕
事・

求
人
内
容
、二
次
元
コ
ー
ド
も
掲
載
し
、

ウ
ェ
ブ
で
も
閲
覧
で
き
る
。
図
書
納
品

の
関
係
性
か
ら
す
ぐ
に
20
校
が
設
置
を

快
諾
。
希
望
す
る
求
人
企
業
は
年
間
契

約
で
13
万
２
０
０
０
円
（
初
回
お
試
し

価
格
も
用
意
）
が
必
要
だ
が
、
一
般
的

な
求
人
サ
イ
ト
な
ど
よ

り
安
価
で
、
こ
れ
ま
で

の
企
業
説
明
会
の
つ
な

が
り
も
あ
っ
て
現
在
約

40
社
が
契
約
。
未
契
約

企
業
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
も
多
い
と
い
う
。

が
、
就
活
支
援
事
業
に
よ
り
、
さ
ら
に

認
知
や
信
用
が
高
ま
っ
て
書
店
事
業
に

お
い
て
も
来
店
客
数
の
増
加
に
結
び
つ

い
て
い
る
。

　
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
「
企
業
説
明

会
と
企
業
Ｂ
Ｏ
Ｘ
事
業
で
初
年
度
は
数

百
万
円
の
利
益
が
出
た
が
、
大
手
求
人

サ
イ
ト
な
ど
と
比
べ
る
と
ま
だ
改
善
の

什
器
は
手
作
り

で
、
業
務
と
し
て

は
カ
ー
ド
を
補
充

す
る
だ
け
。
町
の

小
さ
な
書
店
で
も

取
り
組
め
る
」
と

話
す
。

　
十
勝
で
知
名
度

の
高
い
書
店
だ

１
０
０
０
万
円
の

利
益
目
指
す

　
高
橋
社
長
は
取
材
に
「
地
元
に
密
着

し
て
き
た
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
た
事

余
地
が
あ
る
。
仕
組
み
や
ル
ー
ル
を

よ
り
深
掘
り
し
、
１
０
０
０
万
円
程

度
の
利
益
を
出
し
た
い
」
と
さ
ら
な

る
進
化
を
見
据
え
る
。

　
最
後
に
、「
社
名
の
通
り
、
当
社

は
あ
く
ま
で
本
屋
。
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス

も
そ
の
信
頼
が
あ
っ
て
こ
そ
。
い
く

ら
利
益
が
出
て
も
本
業
に
取
っ
て
代

わ
る
こ
と
は
な
い
。
町
の
本
屋
な
ら
で

は
の
事
業
な
の
で
、
興
味
の
あ
る
書
店

が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供

す
る
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
堀
雅
視
】

業
。
生
徒
、学
校
、保
護
者
、

企
業
と
、
皆
さ
ん
に
求
め
ら

れ
る
地
域
貢
献
を
兼
ね
た
ビ

ジ
ネ
ス
」
と
、
意
義
深
い
取

り
組
み
だ
と
強
調
す
る
。
労

力
や
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、

「
企
業
説
明
会
は
地
元
の
低

費
用
の
会
場
で
実
施
す
る
の

で
、出
展
料
で
十
分
に
賄
え
、

当
日
の
ス
タ
ッ
フ
も
少
人
数

で
対
応
で
き
る
。
Ｂ
Ｏ
Ｘ
も

け
て
ほ
し
い
と
訴
え
た
。

　
会
の
冒
頭
、
平
井
久
朗
副

理
事
長
（
ビ
ー
ブ
ッ
ク
ス
）

が
開
会
の
あ
い
さ
つ
。「
巳

年
は
、
生
ま
れ
変
わ

り
の
年
、再
生
の
年
、

今
ま
で
積
み
上
げ
た

努
力
が
実
る
年
と
言

わ
れ
て
い
る
」と
し
、

巳
年
に
あ
や
か
っ
て

出
版
業
界
も
、「
今
年
は
再

生
や
変
化
を
繰
り
返
し
な
が

ら
、柔
軟
に
発
展
し
て
い
く
、

そ
ん
な
年
に
な
る
こ
と
を
願

う
」
と
話
し
た
。

　
祝
辞
で
、
有
斐
閣
の
江
草

貞
治
代
表
取
締
役
社
長
は
、

長
い
間
の
出
版
不
況
で
文
字

活
字
文
化
を
残
そ
う
と
大
き
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